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要旨 

	 地方都市を対象として、地域の調査や分析などによる課題の抽

出を行い、環境デザイン、建築、まちづくりなどからの解決策の

実践的な提案を行ない、少子高齢化社会や持続可能型社会に向け

た地方都市の創生（地域再生）のあり方を提言するデザイン手法

論を研究することを目的とする。岡山県瀬戸内市長島の国立ハン

セン病療養所の保存と再生をテーマとし、地域の現地調査・分析、

現地WSなどを踏まえて、長島全体の将来計画を提案する。また、

瀬戸内海沿岸地帯・島嶼部の視点から、長島を拠点とした裳掛地

区全体のまちづくり構想も提案する総合的な地域再生デザイン

である。長島未来プロジェクト（本研究）は、両園の将来構想を

基調に「長島全体の将来構想」に係る環境デザインからの構想計

画を提案すること及びその実現に向けた活動に取り組むこと、並

びに今後、長島の将来構想を計画へと具体化する段階で関係者の

議論に供することにより、構想の実現に資することを目的とす

る。更に、長島を拠点として瀬戸内沿岸地域・島嶼部一帯が連携

した地域再生の取組みを進めることにより、“長島入所者の想い”

を未来につなぎ、瀬戸内沿岸・島嶼部一帯の活性化に寄与するこ

とに本プロジェクトの意義がある。 

Summary 
The aim of the research is to, at first, based on the surveys 
and analysis of the study area, detect the challenges, which 
will be followed by practical proposal of the solution 
strategy that encompasses environmental design, 
architecture as well as community development. The 
practical proposal of our research is a design methodology 
which tackles with phenomena of regional city 
revitalization in the context of low birth rate, aging society 
and sustainable society. Under the topic of preservation and 
regeneration of the National Hansen's Disease Sanatorium 
in Nagashima (Setouchi City, Okayama Prefecture) and 
based on regional field survey, analysis, workshops etc. we 
will propose future plan of Nagashima Island as a whole. 
Furthermore, from the point of view of the Seto Inland Sea 
coastal zone and the islands, and with Nagashima Island as 
a base, the entire district of Mokakechiku will be included 
in the comprehensive community development plan within 
the regional city revitalization design concept. 
The research of Nagashima Mirai Project encompasses 
several main objectives. First is the proposal of the 
environmental design conceptual plan based on the theme 
of “Future vision of Nagashima as a whole“,  followed by 
the implementation activities and the inclusion of the 
stakeholders by sharing the findings of the research during 
the realization of the plan phases, and lastly by advancing 
and promoting the regional revitalization of Seto Inland 
Sea coastal zone and the islands, our research project is to 
bring forth the “Nagashima residents’ spirit” and tie it to 
Nagashima’s future.  
Main research project and its objectives are devised to 
make a significant contribution to revitalization of Seto 
Inland Sea coastal zone and the islands zone as whole. 
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1．研究の背景と意義 

	 岡山県瀬戸内市長島は、我が国初の国立ハンセン病

療養所が建設された。その後特効薬により病は完治し

たが、隔離政策は 1996 年「らい予防法」廃止まで続い

た。現在、長島愛生園、邑久光明園には、入所者 400

余名、平均年齢 85 歳。殆どの人が、社会復帰は困難で、

終の棲家として生活している。ハンセン病問題基本法

が 2008 年に成立し、患者であった人の被害回復、差別、

権利侵害の禁止と共に、入所者が地域社会から孤立す

ることなく安心して豊かな生活を営むことや、療養所

施設を公共団体、住民が利用する措置を講じることが

示された。	

	 「長島愛生園将来構想」、「邑久光明園将来構想」が

2011 年策定された。両構想は、入所者に十分な療養と

生活環境を確保し、施設の開放、地域住民との交流な

どと共に、長島全体の将来のあり方が検討され、入所

者の意向として、1）生活の質が向上する対策、2）納

骨堂の恒久的維持管理、3）人権学習の場としての整備、

4）ハンセン病政策の歴史を語る人権の島として位置づ

け、5）瀬戸内に浮かぶ美しい島の景観形成など 8 項目

が示されている。しかし、これらの理念を現実の計画

として実現していく道筋は示されていない。	

	 長島未来プロジェクト（本研究）は、両園の将来構

想を基調に「長島全体の将来構想」に係る環境デザイ

ンからの構想計画を提案すること及びその実現に向け

た活動に取り組むこと、並びに今後、長島の将来構想

を計画へと具体化する段階で関係者の議論に供するこ

とにより、構想の実現に資することを目的とする。更

に、長島を拠点として瀬戸内沿岸地域・島嶼部一帯が

連携した地域再生の取組みを進めることにより、“長島

入所者の想い”を未来につなぎ、瀬戸内沿岸・島嶼部

一帯の活性化に寄与することに本プロジェクトの意義

がある。（図 1）  

 

２．研究計画（長期的な目標像） 

	 長島愛生園、邑久光明園の入所者が望む人権学習の

場としての整備、ハンセン病政策の歴史を語る人権の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．研究対象エリア 

 

島として位置づけ、瀬戸内に浮かぶ美しい島の景観形  

成など“入所者の想い”を将来の長島に実現し未来に

継承していくため、地域資源（長島ハンセン病療養施

設の他、地域の歴史文化、自然風土･社会環境、立地条

件等）を発掘･再発見し、入所者との意見交換やワーク

ショップなどを通して長島全体の将来構想を環境デザ

インからの構想計画として、グローカル（Global＋

Local）な視点を踏まえた提案づくりを目指す。  

同時に、ワークショップ成果の地元関係者への発表

や、構想計画を具現化するランドアートイベントなど

の取り組みも検討を行っていきたい。合わせて、長島

との関係が深い地元の周辺地区との連携を図り、地域

全体の活性化に取り組むことも目指したい。  

また、研究活動とともに、本学大学院の「地域再生デザ

インプログラム」及び環境デザイン学科の「環境デザイン

プロジェクト」などの教育活動との連携を図って行きたい。 

 

３．研究体制 

	 本研究は、総合的な地域再生デザインを対象とする

環境デザイン手法論の研究であり、長島の将来構想は、

裳掛地区にとどまらず、瀬戸内沿岸地域・島嶼部の再

生に大きな役割を担うものと考えられる。よって、長

島未来プロジェクト（本研究）においては、環境デザ

イン、まちづくり、ランドスケープ、建築、リノベー

ション、アートなど各分野の本学専門家の参加が求め
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られた。また、瀬戸内市や裳掛地区、長島のこれまで

の経緯や地元地域の情報、連携などの観点から、今回

の研究対象地区において継続的に研究活動を行なって

きた緒方清隆氏（瀬戸内まちづくり・文化交流倶楽部

主宰、元・岡山理科大学教授）を外部アドバイザーと

することによって、これまでの経緯や地元地域の情報

（研究活動の前提条件）等に基づく研究指導も得た。

合わせて、大学院や学部の教育活動との連携を行うこ

とによって、学生達も研究活動に参加する体制づくり

も行いながら、本研究チーム体制にて、2017 年度にお

いて現地調査・分析作業を実施した。	

 

４．調査・分析 

	 長島愛生園および邑久光明園、裳掛地区を対象とし、両

園や裳掛自治会、瀬戸内市の協力を得て、本学教員（5名）、

本学学生（大学院生 7名、学部生 15名）による現地調査

（2017年 10月 28日〜30日）を実施した。現地調査では、

両園の施設見学及び入所者（自治会長）のヒアリング調査、

裳掛地区のヒアリング調査及び現地調査を行った。 

現地調査を経て、大学院および環境デザイン学科の授業

と連携しながら、長島及び周辺地区の文献調査や現地調査

の分析など、環境デザインからのリサーチ作業を実施した。 

具体的には、地図情報や現地調査結果などに基づいた

「環境マッピング」（図 2、3）、「環境カルテ」（図 4）

の作成を各施設、地区ごとに作成した。 

「環境マッピング」では、現状の施設配置図をベース図

として、当時の残存施設と撤去施設を写真資料ともに作成

した。「環境カルテ」では、1）自然の要素、2）生活の要

素、3）空間の要素の各要素をモノとコトに分けて抽出し、

年代別（開園前〜開園〜プロミン治療開始〜らい予防法廃

止〜現在）に整理し、チャート表を作成した。 

	 今回の調査・分析資料は、既存の各療養所の年表や地元

町史、文献、園職員や入所者、自治会のヒアリング内容等

を統合化したものであり、今後、事実関係などの精査は必

要とされるが、再生構想案に向けた総合的な環境デザイン

を検討する上での基礎情報の見取り図としては、ある一定

の役割を有する研究成果となっていると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．環境マッピング（写真資料）：長島愛生園 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．環境マッピング（施設資料）：長島愛生園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．環境カルテ：邑久光明園 

 

５．まとめ 

	 本共同研究では、2017 年度において長島愛生園および

邑久光明園、裳掛地区を対象とし、調査・分析作業を行な

った。2018 年度においても、大学院「地域再生デザイン

プログラム」との教育連携を図りながら、本研究の成果を

踏まえて、長島未来プロジェクトとして計画・提案作業を

継続していく予定である。 


	1．研究の背景と意義
	２．研究計画（長期的な目標像）
	３．研究体制
	４．調査・分析
	５．まとめ

